
                      

平成 21 年 5 月吉日 

 

投資家の皆様へ 

クレディ・スイス投信株式会社 

 

 

 

委託会社名およびファンド名の変更について 

 

 

  拝啓  時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

  平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、弊社が属するクレディ・スイスは、伝統的資産を対象とした資産運用を行う事業の一部

を英国のアバディーン・アセット・マネジメント PLC に売却することとしました。これに伴い、

平成 21 年７月１日＊をもって、委託会社の名称が現在のクレディ・スイス投信株式会社から、  

アバディーン投信投資顧問株式会社に変更する予定です。 

なお、アバディーン・アセット・マネジメント PLC の概要については、別紙をご覧ください。 

 

 また、下記ファンドの名称につきましては、平成 21 年７月１日＊、次のように変更される予定です。受益権の

取得のお申込に際しましては、ご理解のうえ、お申込くださいますようお願い申し上げます。 

 

新名称 旧名称 

アバディーン・ジャパン・オープン  
愛称：メガトレンド 

クレディ・スイス・ジャパン・オープン  
愛称：メガトレンド 

 

平成 21 年７月１日以降、委託会社の名称およびファンドの名称は変更になりますが、各ファン

ドの運用方針等について基本的に変更はなく、同様の運用を継続していく予定です。引き続きご

愛顧賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 
 

 

 

 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

クレディ・スイス投信株式会社 電話番号 0120-104-903（受付時間は平日の午前９時～午後５時） 
 

 
＊上記変更は、クレディ・スイスからアバディーン・アセット・マネジメント PLC への資産運用業務の売却の完了（平

成 21 年６月 30 日を予定）を前提としてその翌日に行う予定です。資産運用業務の売却の完了が平成 21 年７月１日以

降に延期された場合には、それにともなって変更日も延期されます。その場合、最新情報は、上記の弊社問い合わせ先

およびクレディ･スイス投信ホームページ（http://jp.credit-suisse.com/AM）にて確認できます。 



運用資産別内訳
2008年12月末現在

アバディーン•アセット•マネジメントＰＬＣについて

1. 概要

社名： アバディーン・アセット・マネジメントＰＬＣ
（Aberdeen Asset Management PLC、以下「アバディーン社」 ）

所在地： 英国スコットランド、アバディーン
社長（ＣＥＯ）： マーティン・ギルバート（Martin Gilbert）
従業員数※： 約1,800名 うち運用担当者数： 約300名
拠点※： 20ヶ国、24拠点

※2008年12月末現在 出所：アバディーン社
ロンドン

アバディーン

英国

2. 歴史

アバディーン社は、1983年に設立された英国スコットランドのアバディーンに拠点を置く独立系の
運用会社です。

会社設立以降、独立系運用機関として主要金融機関の傘下に入ることなく、資産運用に特化
した事業を展開し、順調な拡大を遂げています。

1991年、ロンドン証券取引所に上場。現在、上場する運用会社としては英国最大級の運用規模
を誇っています。

3. 運用の特徴

自らの理解や判断を重視、独自の調査・分析に基づいて運用を行っています。

世界の市場を網羅した、効率的な運用体制を構築しています。

チーム運用重視、明確な運用プロセス、フラットな組織のもと、長期的視野に立った運用
を行っています。

4. 運用状況

アバディーン社は、公的年金や企業年金、そして機関投資家などに対して、株式や債券、
プライベート・エクイティ、そして不動産を投資対象とする専用ファンドおよび合同運用ファンド
を提供しています。

2008年12月末現在の運用規模は、約15兆4,000
億円注（1,102億ポンド）です。
（注）1ポンド＝140円（2009年2月）で換算

運用資産の内訳は、債券運用約45％、株式運用
約30％、不動産運用約25％となっています（右図
参照）。

出所：アバディーン社

不動産
3兆8千億円

債券
6兆9千億円

株式
4兆7千億円

本資料は、クレディ・スイス投信株式会社が、アバディーン社の許可のもと、アバディーン社が作成した各種資料を基に、クレディ・スイス投
信が翻訳を試みたものです。本資料に記載された情報等はアバディーン社運用体制等に関する情報の提供を目的としたものであり、いか
なる金融商品の売買等の推奨または勧誘を目的としたものではありません。本資料は日本語訳資料に基づくものであり、本資料の内容に
齟齬がある場合は、原文の内容が優先されますので、必ず原文をご確認くださいますようお願いします。

運用資産別内訳注

（2008年12月末現在）


